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公債費

19億2,634万1千円
　　　　（26.1%）

歳　出
（使ったお金）

73億
7,694万4千円

億億 千千
民生費

11億5,048万4　 円
（15.6%）

13  1,679万4千円
　　　　（17.8%）

給与費

2

こ
と
を
目
的
に
「
洞
爺
湖
町
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
現

在
は
着
実
に
低
減
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
等

が
町
の
収
入
に
対
す
る
割
合
を
示
す

実
質
公
債
費
比
率
が
、
平
成
20
年
度

決
算
で
29
・
8
％
と
な
り
財
政
健
全

化
団
体
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

昨
年
12
月
、
議
会
の
議
決
を
得
て
財

政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
町
の
家
計
簿
（
決
算
状
況
）
の
実

状
を
み
て
み
る
と
、
合
併
後
に
実
施

し
て
き
た
歳
出
削
減
に
よ
り
、
当
町

が
目
指
す
当
該
年
度
の
収
入
で
支
出

を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
財
政
運
営
が
、

平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、
達
成
で

き
て
お
り
ま
す
が
、
公
債
費
等
が
多

額
で
推
移
し
て
お
り
、
依
然
、
町
の

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
一
年
間
に
、
町
に

入
っ
た
金
額
（
歳
入
）
75
億
3
、
8

3
1
万
3
千
円
か
ら
使
っ
た
金

額

（
歳
出
）
73
億
7
、
6
9
4
万
4
千

円
を
差
引
い
た
額
は
、
1
億
6
、
1

3
6
万
9
千
円
で
21
年
度
か
ら
22
年

度
へ
の
繰
越
事
業
に
必
要
な
額
を
除

く
と
1
億
5
、
5
2
6
万
7
千
円

（
実
質
収
支
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
成
21
年
度
決
算
は
、
合
併
後
5

　
　
年
目
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
合

併
以
来
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
と
行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
、
職
員
数
の
適
正
化

や
職
員
給
与
の
独
自
削
減
等
の
内
部

管
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
町
は
公
債
費

等
（
借
金
の
返
済
）
が
今
後
も
多
額

で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

度
に
公
債
費
等
を
適
正
に
管
理
す
る

平

収
支
の
状
況

　平成21年度の町の

決算が９月の町議会

で認定されました。

そこで今月は昨年度、

町のお金がどのよう

に使われたのかをお

知らせします。

■一般会計■

歳入
決算額

75億3,831万3千円
（対前年度　7.2％減）

歳出
決算額

73億7,694万4千円
（対前年度　7.0％減）

平成21年度決算の概要

総務費3億3,126万9千円（4.5%）

労働費2,271万円（0.3%）

農林水産業費
9,439万2千円（1.3%）

議会費6,564万6千円（0.9%）
諸支出金
4億4,578万6千円（6.0%）

商工費
2億1,351万7千円（2.9%）

土木費4億4,739万4千円（6.1%）

消防費4億304万円（5.5%）

教育費5億388万8千円（6.8%）

衛生費
4億5,568万3千円（6.2%）

歳　出 歳　入

道支出金
2億3,099万円（3.1%）

町債
4億2,389万円
　（5.6%）

国庫支出金
6億1,078万1千円（8.1%）

地方消費税交付金
1億1,929万9千円（1.6%） 地方譲与税 8,425万8千円（1.1%）

その他 5,210万3千円（0.7%）

歳　入

地方
　交付税

40億7,697万8千円
（54.1%）

（入ったお金）

75億
3,831万3千円

19億4,001万4千円（25.7%）
自主財源

依存財源
55億9,829万9千円（74.3％）

11億6,509万9千円（15.5%）
町税

3,919万3千円（0.5%）
繰入金

1億7,434万3千円（2.3%）
諸収入

1億9,814万1千円（2.6%）
繰越金

2億9,653万4千円（3.9%）
使用料・手数料

分担金・負担金　3,857万2千円（0.5%）

財産収入等　2,813万2千円（0.4%）

ま ち
の 家

計 簿

特集
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決
算
額
減
少
の
主
な
原
因
は
、
町

の
貯
金
で
あ
る
基
金
へ
の
積
立
額
の

減
少
や
平
成
20
年
度
に
実
施
さ
れ
た

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
定
額
給

付
金
の
減
、
町
の
公
共
事
業
（
普
通

建
設
事
業
）
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
を
活
用
し
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区

で
進
め
て
き
た
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
整
備
事
業
や
洞
爺
地
区
で
実

施
し
て
き
た
、
美
沢
団
地
5
号
棟
整

備
事
業
の
事
業
終
了
に
よ
る
減
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

　
市
町
村
に
生
じ
る
財
政
力
の
格
差

を
調
整
す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。
普
通

交
付
税
は
、
平
成
21
年
度
に
新
た
な

算
定
項
目
と
し
て
「
地
域
雇
用
創
出

推
進
費
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
や
公
債

費
（
借
金
の
返
済
）
の
増
加
に
よ
り

大
幅
な
増
額
と
な
り
、
特
別
交
付
税

に
お
い
て
は
、
合
併
後
3
カ
年
措
置

さ
れ
て
き
た
合
併
に
係
る
包
括
的
算

定
経
費
が
平
成
20
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
町
税
は
、

国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
平
成
19

年
度
に
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
決
算
で
は
景
気
の
低
迷

な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
歳
入
に
占
め
る
町
税
の
割
合

は
15
・
5
％
を
占
め
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
を
は
じ
め
独
自
に
確
保
で
き

る
自
主
財
源
は
、
町
全
体
の
収
入
の

25
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
道

な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
決
算
で
は
町
債
の

発
行
額
は
4
億
2
、
3
8
9
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
2
億
7
、
0
9
7
万

9
千
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
町
債
の
償
還
額（
利
子
を
含
む
）

は
19
億
2
、
6
2
1
万
3
千
円
で
、

町
債
残
高
は
20
年
度
末
の
1
5
3
億

9
、
2
5
5
万
3
千
円
か
ら
、
21
年

度
末
に
は
12
億
4
、
7
9
4
万
1
千

円
減
の
1
4
1
億
4
、
4
6
1
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
債
の
償
還
額
は
平
成
21

年
度
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
の
償

還
額
は
依
然
多
額
で
推
移
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
新
た
な
借

入
を
抑
制
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
町
債
の
残
高
を
町
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約
1
3
8

万
円
に
な
り
ま
す
。
（
平
成
22
年
9

月
末
住
民
基
本
台
帳
人
口
：
1
0
、

2
4
8
人
）
　
　

　
　
成
21
年
度
決
算
は
、
合
併
後
5

　
　
年
目
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
合

併
以
来
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
と
行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
、
職
員
数
の
適
正
化

や
職
員
給
与
の
独
自
削
減
等
の
内
部

管
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
町
は
公
債
費

等
（
借
金
の
返
済
）
が
今
後
も
多
額

で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

度
に
公
債
費
等
を
適
正
に
管
理
す
る

平■
地
方
交
付
税
は
、1
億
4
、7
4
3
万
8

　
千
円
の
増
（
前
年
度
比
4
・
6
％
の
増
）

■
町
債
（
町
の
借
金
）
の
残
高
は
、12
億
4
、7
9

　
4
万
1
千
円
の
減
（
前
年
度
比
8
・
1
％
の
減
）

特　別　会　計

水 道 事 業 会 計

＜国民健康保険特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町に入った金額（歳
入）14億8,949万３千円から使った金額（歳出）
14億7,885万７千円を差引いた額は、1,063万６
千円（実質収支）となり、平成22年度に繰り越し
ました。
＜公共下水道事業特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町に入った金額（歳
入）14億8,171万９千円から使った金額（歳出）
15億7,330万９千円を差引いた歳入不足額は、
9,159万円（実質収支）となり、この歳入不足額
は翌年度繰上充用金で補てんしました。
＜老人保健特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町に入った金額（歳
入）1,048万５千円から使った金額（歳出）
1,022万円を差引いた額は、26万５千円（実質
収支）となり、平成22年度に繰り越しました。
＜後期高齢者医療特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町に入った金額（歳
入）１億3,056万３千円から使った金額（歳出）
１億2,628万3千円を差引いた額は、428万円（実
質収支）となり、平成22年度に繰り越しました。

　収益的収支については、収入が２億5,749万
９千円、支出が２億3,073万４千円で、当期純
利益が3,019万９千円となりました。また、平
成21年度末の未処理欠損金は１億2,023万９千
円となっています。
　資本的収支については、収入が9,361万円、
支出が１億9,016万５千円となり、不足額9,655
万５千円は当年度分損益勘定留保資金と過年度
分損益勘定留保資金で補てんしました。（予算現額及び決算額については、消費税込みの金額です。）

＜介護保険特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町
に入った金額（歳入）７億4,491
万７千円から使った金額（歳
出）7億3,501万５千円を差引いた額は、990万２千円
（実質収支）となり、平成22年度に繰り越しました。
＜簡易水道事業特別会計＞
　平成21年度の１年間に、町に入った金額（歳入）１
億8,724万５千円から使った金額（歳出）１億8,503万
５千円を差引いた額は、221万円（実質収支）となり、
平成22年度に繰り越しました。

256,379

256,379

93,610

190,166

1,549,589

1,582,517

10,715

767,518

186,698

131,974

1,489,493

1,481,719

10,485

744,917

187,245

130,563

96.1

93.6

97.9

97.1

100.3

98.9

95.4

99.4

95.4

95.8

99.1

95.7

1,478,857

1,573,309

10,220

735,015

185,035

126,283

収　入

支　出

収　入

支　出

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

収益的収支

資本的収支

257,499

230,734

93,610

190,165

100.4

90.0

100.0

100.0

区　　　分 予算現額

予　算
現　額

区　　分
歳　入

決算額 収入率 決算額 執行率

歳　出

決 算 額 執 行 率
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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞
■地方債・町有財産状況

■ 町 の 財 政 指 標 ■

◆地方債年度末現在高 ◆町有財産の状況
〔公共下水道事業特別会計〕〔一　般　会　計〕

区　　分 金　額 面　積

※基金のうち歳入不足の補てん
のために使用することができる
基金の残高は、総額で８億377万
９千円であり、内訳は、財政調整
基金５億3,857万８千円、減債
基金１億9,249万７千円、備荒
資金組合積立金のうち超過納付
分の7,270万４千円であります。

●経常収支比率は97.7％（前年度比4.4％減）　　　　　給料だけでやっと賄えた生活費

　経常収支比率は市町村の財政構造の弾力性を判断する指標で、その市町村が毎年度決まって支出す

る経費に、毎年度決まって入ってくる歳入がどれくらい含まれているかを示すものです。サラリーマ

ン家庭に例えると、月給に占める、食費・住居費・教育費・住宅ローンなど毎月必ず支払うべき支出

の割合です。この指標が100％以内に収まっているということは、毎月の給料で生活費等の支払いを

することができたことを示しています。数値が100％を若干切った状態にあることから、新たに何か

をしようとする場合のお金は、貯金を取り崩すか新たな借金をしなければ支出できませんが、当町に

おいては合併以前から旧町村においてこの状態が続いており、この改善が当町の急務の課題でありま

した。

●実質公債費比率は28.3％（前年度比1.5％減）　　　　毎月のローンが月収の３割

　実質公債費比率は、自治体財政の健全度をはかる指標として18年度から新たに導入されました。自

治体の収入に対する借金返済額などの比率を示すものです。当町の実質公債費比率は28.3％で、道内

で夕張市を除くとトップとなっています（全道市町村平均は13.8％）。数値が高くなった原因として

過去の災害復旧事業などに要する借入れが大きく影響しています。この比率は新たな借入れを抑制す

ることで減少していきます。

2,269,489

22,439

2,299,345

5,485,740

660,604

167,193

112,097

11,016,907

153,841

1,090,710

3,894,661

247,293

304,355

2,635,383

2,979,888

58,039

209,705

2,227,797

374,811

121,970

14,144,612

7.7

27.5

1.7

2.2

18.6

21.1

0.4

1.5

15.8

2.6

0.9

100.0

公の施設

宅 地

山 林

保 安 林

原 野

雑 種 地

そ の 他

（農地等の地目）

合 計

区　　分 構成比平成21年度末残高

一般公共事業債

公営住宅建設事業債

災害復旧事業債

教育・福祉施設等整備事業債

一般単独事業債

過疎対策事業債

厚生福祉施設整備事業債

減税補てん債

臨時財政対策債

道 貸 付 金

そ の 他

合　　　　　計

建 物

有 価 証 券

出 資 金

基 金

69,053

32,346

2,428,844

3,851,058

1,256,028

18,106

5,125,192

75.1

24.5

0.4

100.0

区　　分 構成比平成21年度末残高

下水道事業債

資本費平準化債

災害復旧事業債

合　　　　　計

土
　
　
　
　
　
　
　
地

〔水道事業会計〕

895,782

156,785

1,052,567

85.1

14.9

100.0

区　　分 構成比平成21年度末残高

水 道 事 業 債

災害復旧事業債

合　　　　　計

〔簡易水道事業特別会計〕

728,203

728,203

100.0

100.0

区　　分 構成比平成21年度末残高

簡易水道整備事業債

合　　　　　計

たとえると

たとえると
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（１）
町
税
等
の
歳
入
確
保
と
負
担
の
適

　
正
化

①
高
齢
者
入
浴
助
成
事
業
利
用
者
負

　
担
金
の
改
正

　
町
は
、
町
内
に
居
住
す
る
70
歳
以

上
の
高
齢
者
が
、
町
内
の
入
浴
施
設

を
利
用
す
る
場
合
に
入
浴
料
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
改
定
を
行
い

ま
し
た
。

　
改
定
前
1
0
0
円
　
　
　
改
定
後

　
1
5
0
円

②
一
般
入
浴
助
成
事
業
の
使
用
料
の

　
改
正

　
町
は
、
町
民
が
町
内
の
入
浴
施
設

を
利
用
す
る
場
合
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
入
浴
券
の
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
入
浴
券
の
料
金
に

つ
い
て
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

 

改
定
前
3
7
0
円
　
　
　
改
定
後

　
4
2
0
円

（１）
検
討
事
項
の
う
ち
検
討
の
結
果
実

　
施
し
た
も
の

①
　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
平
成
19

　
年
度
か
ら
期
末
手
当
の
20
％
削
減

　
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
議
員
報

　
酬
等
検
討
協
議
会
の
検
討
を
経
た

　
上
で
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
、

　
更
に
報
酬
と
期
末
手
当
の
総
額
の

　
10
％
相
当
額
を
期
末
手
当
か
ら
削

　
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
　
　

（２）
検
討
事
項
の
う
ち
引
き
続
き
検
討

　
す
る
も
の

①
　
保
育
所
の
統
合
の
検
討

②
　
町
立
洞
爺
高
校
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て
の
検
討

 

財
政
健
全
化
団
体
と
し
て
、
財
政
再
建
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
洞
爺

湖
町
の
平
成
21
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
。
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
の
規
定
で
は
、
各
年
度
の
決
算
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施

状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
か
つ
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

計
画
初
年
度
と
な
る
平
成
21
年
度
の
実
施
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
成
21
年
度
決
算
は
、
合
併
後
5

　
　
年
目
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
合

併
以
来
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
と
行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
、
職
員
数
の
適
正
化

や
職
員
給
与
の
独
自
削
減
等
の
内
部

管
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
町
は
公
債
費

等
（
借
金
の
返
済
）
が
今
後
も
多
額

で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

度
に
公
債
費
等
を
適
正
に
管
理
す
る

平平
成
21
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
は
、
す
べ
て
計
画
値

よ
り
良
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
計
画
の

平
成
21
年
度
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す

財
政
健
全
化
計
画
の

平
成
21
年
度
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す

財
政
健
全
化
計
画
の

平
成
21
年
度
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す

そ
の
他
財
政
の
早
期
健

全
化
に
必
要
な
事
項
の

措
置
の
実
施
状
況

具
体
的
な
措
置
の

実
施
状
況

高齢者の入浴料と一般入浴券の料金の
改定を計画どうり実施しました。

財政健全化計画における平成21年度中の
効果計画額と実績額との比較

効　　果　　額

計　画　額
項　　　　目

２ ２

実　績　額

町税等の歳入確保と
負担の適正化

■健全化判断比率の状況

※平成22年度以降の推計値については、現時点での見通しになりますが、９月議会の補正予算で計上した地

　方債の繰上償還を実施することにより、平成24年度決算としていた財政健全化団体からの脱却を、１年前

　倒しして平成23年度決算で脱却できる見通しとなりました。

各健全化判断比率の（　）内の数値は、早期健全化基準の数値です。

計画初年度
の 前 年 度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成24年度
（第４年度）

年　　度

健全化判断比率 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 計画値

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－

（15.00）

－

（20.00）

29.8

（25.0）

240.3

（350.0）

－

（15.00）

－

（20.00）

28.5

（25.0）

212.1

（350.0）

－

（14.98）

－

（19.98）

28.3

（25.0）

198.4

（350.0）

－

（15.00）

－

（20.00）

27.3

（25.0）

221.7

（350.0）

－

（15.00）

－

（20.00）

25.2

（25.0）

212.5

（350.0）

－

（15.00）

－

（20.00）

23.9

（25.0）

204.1

（350.0）



6

　
地
方
自
治
、
地
域
社
会
、
産
業
経

済
、
教
育
文
化
、
そ
の
他
町
政
発
展

に
寄
与
、
又
は
衆
人
の
模
範
と
な
ら

れ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

▽
伊
藤
　
博
さ
ん（
虻
６
区
）

功 

労 
表 
彰

　平成22年度洞爺湖町表彰式が、文化の

日の11月３日（水）、役場防災研修ホール

で行われました。

　今年度の表彰は、功労表彰が公益功労

２人に自治功労３人の合わせて５人で、

貢献表彰が16人。そのほか善行表彰が２

人と感謝状が88人です。

洞爺湖町表彰式

自 

治 

功 

労

貢 

献 

表 

彰

公 

益 

功 

労
　
永
き
に
わ

た
り
社
会
福

祉
協
議
会
会

長
及
び
共
同

募
金
会
分
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地

域
福
祉
の
向
上
と
発
展
に
尽
力
。

ま
た
自
治
会
長
及
び
自
治
会
連
合
会

会
長
と
し
て
自
治
会
活
動
の
発
展
に

寄
与
。

▽
三
浦
敦
子
さ
ん（
虻
６
区
）

　
永
き
に
わ

た
り
人
権
擁

護
委
員
と
し

て
そ
の
啓
も

う
活
動
に
尽
力
し
、
室
蘭
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
食
生
活
の

改
善
な
ど
の
市
民
活
動
に
積
極
的
に

従
事
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
。

▽
長
崎
良
夫
さ
ん（
青
１
区
）　

　
虻
田
町
長

並
び
に
初
代

洞
爺
湖
町
長

と
し
て
、
円

滑
な
町
政
の
執
行
と
地
方
自
治
の
伸

展
に
尽
力
。
　

▽
小
林
和
幸
さ
ん（
成
　
香
）

　
平
成
３
年

か
ら
16
年
の

永
き
に
わ
た

り
農
業
委
員
、

同
委
員
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
農

業
の
発
展
に
尽
力
。

▽
白
川
春
男
さ
ん（
虻
６
区
）

　
昭
和
50
年
以
来
34
年
の
永
き
に
わ

た
り
虻
田
消

防
団
員
と
し

て
、
住
民
の

生
命
、
身
体
、

財
産
な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
。

▽
栗
田
　
久
さ
ん（
虻
６
区
）

　
平
成
12
年

以
来
、
虻
田

６
区
自
治
会

副
会
長
な
ど

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
白
井
せ
つ
子
さ
ん（
青
１
区
）

　
平
成
12
年

以
来
、
青
葉

１
区
自
治
会

婦
人
部
長
と

し
て
10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会

の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
宮
腰
哲
雄
さ
ん（
入
４
区
）

　
平
成
12
年

以
来
、
入
江

４
区
自
治
会

総
務
部
長
な

ど
10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
の

振
興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
中
村
喜
一
さ
ん（
月
浦
区
）

　
平
成
12
年
以
来
、
月
浦
自
治
会
長

と
し
て
10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治

会
の
振
興
と

発
展
に
貢
献
。

▽
加
藤
　
孝
さ
ん（
月
浦
区
）

　
平
成
12
年

以
来
、
月
浦

自
治
会
事
業

部
長
と
し
て

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
白
川
幸
治
さ
ん（
温
１
区
）

　
昭
和
54
年

以
来
、
洞
爺

湖
温
泉
１
区

自
治
会
体
育

・
総
務
部
長
と
し
て
30
年
の
永
き
に

わ
た
り
自
治
会
の
振
興
と
発
展
に
貢

献
。

▽
武
川
眞
理
さ
ん（
温
５
区
）

　
平
成
９
年

以
来
、
洞
爺

湖
温
泉
５
区

自
治
会
会
計

と
し
て
13
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治

会
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
稲
實
邦
章
さ
ん（
洞
第
２
）

　
平
成
９
年

以
来
、
洞
爺

第
２
自
治
会

会
計
と
し
て

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
振
興
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▽
南
　
愛
子
さ
ん
▽
矢
野
敏
明
さ
ん

▽
吉
岡
憲
夫
さ
ん
▽
吉
岡
京
子
さ
ん

【
虻
田
７
区
】

▽
小
田
嶋
豊
子
さ
ん
▽
加
藤
愛
子
さ

ん
▽
三
島
清
治
さ
ん
▽
宮
田
ト
シ
ヱ

さ
ん

【
虻
田
８
区
】

▽
伊
藤
キ
ヨ
コ
さ
ん
▽
熊
谷
希
章
さ

ん
▽
熊
谷
幸
子
さ
ん
▽
西
村
ヨ
ネ
さ

ん
▽
山
口
政
子
さ
ん

【
青
葉
１
区
】

▽
小
彈
正
紀
江
子
さ
ん

【
青
葉
２
区
】

▽
太
田
熊
一
さ
ん
▽
太
田
和
子
さ
ん

▽
森
糸
節
子
さ
ん

【
入
江
１
区
】

▽
板
谷
誠
一
郎
さ
ん
▽
内
海
武
壽
さ

ん
▽
小
野
寺
直
吉
さ
ん
▽
上
小
路
マ

リ
子
さ
ん
▽
北
山
一
子
さ
ん
▽
工
藤

曠
さ
ん
▽
佐
々
木
せ
つ
子
さ
ん
▽
戸

子
台
惠
紀
さ
ん
▽
名
取
信
男
さ
ん
▽

名
取
ヒ
デ
子
さ
ん
▽
三
田
村
和
子
さ

ん【
入
江
3
区
】

▽
飯
尾
利
雄
さ
ん
▽
那
須
良
子
さ
ん

▽
橋
田
俊
博
さ
ん

【
入
江
４
区
】

▽
小
倉
辰
雄
さ
ん
▽
加
賀
惠
子
さ
ん

▽
小
林
太
郎
さ
ん
▽
髙
橋
キ
ミ
さ
ん

▽
畑
川
好
雄
さ
ん

【
泉
　
　
区
】

▽
伊
藤
貞
夫
さ
ん
▽
大
久
保
サ
ツ
子

さ
ん
▽
澤
田
和
彦
さ
ん
▽
篠
原
良
子

さ
ん
▽
澁
谷
辰
夫
さ
ん
▽
杉
上
義
弘

さ
ん

【
清
水

区
】

▽
馬
場
利
行
さ
ん

【
か
っ
こ
う
台
区
】

▽
間
明
忠
義
さ
ん

【
花
和

区
】

▽
田
所
和
敏
さ
ん

【
温
泉
１
区
】

▽
佐
々
木
リ
ヨ
さ
ん
▽
澤
田
忠
幸
さ

ん【
温
泉
２
区
】

▽
赤
羽
滿
四
郎
さ
ん
▽
室
野
三
郎
さ

ん
▽
門
間
　
弘
さ
ん

【
温
泉
３
区
】

▽
旭
岡
朝
子
さ
ん
▽
岩
澤
克
彦
さ
ん

▽
下
妻
ス
エ
ノ
さ
ん
▽
毛
利
　
求
さ

ん
▽
毛
利
保
子
さ
ん

【
温
泉
８
区
】

▽
篠
原
　
功
さ
ん
▽
毛
利
タ
カ
子
さ

ん【
洞
爺
第
１
】

▽
髙
橋
　
道
さ
ん

【
洞
爺
第
３
】

▽
小
山
　
實
さ
ん
▽
小
山
久
枝
さ
ん

▽
香
川
喜
代
司
さ
ん

【
洞
爺
第
４
】

▽
南
出
正
夫
さ
ん
▽
佐
藤
輝
子
さ
ん

【
洞
爺
第
６
】

▽
神
原
キ
ヌ
ヱ
さ
ん

【
緑
　
　
沢
】

善 

行 

表 

彰

と
発
展
に
貢
献
。

▽
村
上
隆
昭
さ
ん（
美
沢
西
）

　
平
成
８
年

以
来
、
美
沢

西
自
治
会
長

な
ど
14
年
の

永
き
に
わ
た
り
自
治
会
振
興
と
発
展

に
貢
献
。

▽
沼
田
光
博
さ
ん（
虻
５
区
）

　
平
成
６
年

以
来
、
保
護

司
と
し
て
16

年
の
永
き
に

わ
た
り
更
生
保
護
思
想
の
普
及
と
地

域
社
会
の
浄
化
活
動
の
推
進
に
貢
献
。

▽
宮
崎
泰
人
さ
ん（
虻
８
区
）

　
平
成
９
年

以
来
、
人
権

擁
護
委
員
と

し
て
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
そ
の
啓
も
う
及
び
宣

伝
、
民
生
の
安
定
に
貢
献
。

▽
岸
　
明
彦
さ
ん（
洞
第
３
）

　
平
成
11
年

以
来
、
学
校

医
と
し
て
10

年
の
永
き
に

わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
全
な
る
心
身

の
発
達
促
進
に
貢
献
。

▽
髙
清
水
秀
樹
さ
ん（
入
１
区
）

　
平
成
２
年
以
来
、
虻
田
救
難
所
救

助
員
と
し
て
20
年
の
永
き
に
わ
た
り

町
民
の
安
寧

秩
序
の
保
持

に
貢
献
。

▽
高
清
水
直
也
さ
ん（
虻
2
区
）

　
平
成
2
年

以
来
、
虻
田

救
難
所
救
助

員
と
し
て
20

年
の
永
き
に
わ
た
り
町
民
の
安
寧
秩

序
の
保
持
に
貢
献
。

▽
小
林
裕
樹
さ
ん（
入
1
区
）

　
平
成
2
年

以
来
、
虻
田

救
難
所
救
助

員
と
し
て
20

年
の
永
き
に
わ
た
り
町
民
の
安
寧
秩

序
の
保
持
に
貢
献
。

▽
山
本
和
子
さ
ん（
温
５
区
）

　
平
成
10
年
以
来
、
洞
爺
湖
温
泉
５

区
自
治
会
婦
人
部
長
と
し
て
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
自
治
会
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
。

▽
田
中
義
啓
さ
ん（
富
　
丘
）

　
20
年
の
永

き
に
わ
た
り
、

自
宅
地
先
の

沿
道
に
育
苗

か
ら
手
が
け
た
花
を
植
栽
し
、
町
内

の
美
化
活
動
に
寄
与
。

▽
宮
内
八
千
代
さ
ん（
財
　
田
）

　
13
年
の
永

き
に
わ
た
り
、

自
宅
地
先
の

沿
道
に
育
苗

か
ら
手
が
け
た
花
を
植
栽
し
、
町
内

の
美
化
活
動
に
寄
与
。

　
永
き
に
わ
た
り
郷
土
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
70
歳
以
上
で
在
町
（
旧
虻

田
・
洞
爺
在
住
含
）
50
年
以
上
の
方

々
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
虻
田
１
区
】

▽
末
部
八
重
子
さ
ん

【
虻
田
２
区
】

▽
藤
野
弘
子
さ
ん

【
虻
田
３
区
】

▽
相
澤
慶
子
さ
ん
▽
因
幡
允
子
さ
ん

▽
加
藤
ア
イ
子
さ
ん
▽
羽
田
野
久
子

さ
ん

【
虻
田
４
区
】

▽
大
西
信
行
さ
ん
▽
川
越
健
司
さ
ん

▽
瀨
野
尾
敏
春
さ
ん

【
虻
田
５
区
】

▽
高
木
ミ
サ
子
さ
ん
▽
高
清
水
幸
子

さ
ん
▽
廣
田
麗
好
さ
ん
▽
松
本
元
仁

さ
ん

【
虻
田
６
区
】

▽
青
木
　
健
さ
ん
▽
楠
本
　
充
さ
ん

感
　
謝
　
状
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▽
大
磯
テ
ル
子
さ
ん

【
美
沢

西
】

▽
橋
本
冬
子
さ
ん
▽
傳
　
俊
夫
さ
ん

【
　
曙

　
】

▽
今
村
省
一
さ
ん
▽
近
藤
道
信
さ
ん

【
成
　
　
香
】

▽
原
田
ナ
ヲ
子
さ
ん

【
香
　
　
川
】

▽
山
田
侑
敬
さ
ん

【
大
　
　
原
】

▽
小
野
チ
ヱ
子
さ
ん
▽
横
山
貞
雄
さ

ん　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
で
、

保
険
税
を
完
納
し
、
全
く
病
気
に
か

か
ら
な
か
っ
た
健
康
優
良
家
庭
に
贈

ら
れ
ま
す
。

昨　　
年
12
月
に
中
心
市
宣
言
を
し
た

　
　
室
蘭
市
と
西
胆
振
の
2
市
３
町

が
、
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
を
締
結
し
、
9
月
30
日
そ
の
調
印

式
が
室
蘭
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
構
想
は
、
人
口
5
万
人
、
昼
夜

間
人
口
比
１
以
上
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
中
心
市
が
周
辺
の
市
町
と
協
定

を
結
び
、
各
自
治
体
の
強
み
を
補
完

し
て
、
一
つ
の
生
活
圏
を
形
成
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
協
定
内
容
は
、
「
生
活
機
能
の
強

化
」「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
」「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

強
化
」
の
3
分
野
の
下
に
、「
医
療
」

「
防
災
」「
観
光
」
な
ど
8
項
目
、
18

小
項
目
か
ら
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
市
町
ご
と
に
項

目
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　
洞
爺
湖
町
は
17

項
目
に
つ
い
て
締

結
し
、
室
蘭
市
内

の
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
医
療

体
制
の
充
実
や
災

害
時
の
職
員
派
遣

や
避
難
所
の
提
供

な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

都市機能を補完し定住促進へ

西胆振６市町が
協定締結

■
13
年

▽
佐
藤
カ
ズ
子
さ
ん

■
8
年

▽
川
村
洋
子
さ
ん

■
６
年

▽
木
村
ユ
ミ
子
さ
ん
▽
宮
下
洋
一
さ

ん
▽
篠
原 

清
さ
ん
▽
佐
藤
和
光
さ

ん■
５
年

▽
管
藤
重
德
さ
ん
▽
賀
上
敏
洋
さ
ん

▽
小
田
桐
勝
太
郎
さ
ん

■
４
年

▽
鈴
木
健
郎
さ
ん
▽
土
門
政
廣
さ
ん

▽
佐
々
木
正
雄
さ
ん
▽
磯
野
憲
子
さ

ん■
３
年

▽
大
野
政
浩
さ
ん
▽
笹
原
　
子
さ
ん

▽
若
本
正
憲
さ
ん
▽
阿
部
順
一
さ
ん

▽
中
谷
昌
子
さ
ん
▽
田
中
義
啓
さ
ん

■
２
年

▽
齋
藤
京
子
さ
ん
▽
馬
場
和
美
さ
ん

▽
益
山
戰
代
さ
ん
▽
星
　
圭
子
さ
ん

▽
稲
垣
健
郞
さ
ん
▽
川
岸
胞
明
さ
ん

▽
武
川
ケ
サ
ヨ
さ
ん
▽
宮
原
智
子
さ

ん
▽
岡
田
春
夫
さ
ん
▽
眞
屋
　
勇
さ

ん
▽
丸
井
民
子
さ
ん
▽
佐
藤
勝
雄
さ

ん
▽
岡
崎
新
介
さ
ん
▽
大
石
愛
子
さ

ん
▽
藤
井
春
子
さ
ん
▽
平
館
コ
ヨ
さ

ん
▽
神
野
秀
美
さ
ん
▽
竹
内
　
廣
さ

ん
▽
澤
登
勝
之
さ
ん
▽
鈴
木
偉
克
さ

ん
▽
黒
川
正
明
さ
ん
▽
多
田
つ
や
こ

さ
ん
▽
伊
藤
敏
子
さ
ん
▽
大
塚
三
代

子
さ
ん
▽
新
岡
純
一
さ
ん
▽
渡
邊
良

子
さ
ん
▽
大
西
　
疏
さ
ん
▽
高
谷
隆

介
さ
ん
▽
寺
田
　
嶺
さ
ん
▽
大
　
方

巳
さ
ん
▽
菖
蒲
川
進
さ
ん
▽
村
上
君

恵
さ
ん

■
1
年

▽
野
坂
信
子
さ
ん
▽
藤
本
善
光
さ
ん

▽
三
澤
和
吉
さ
ん
▽
齋
藤
裕
一
さ
ん

▽
谷 

光
美
さ
ん
▽
鈴
木
由
女
路
さ

ん
▽
吉
田
親
司
さ
ん
▽
福
士
義
孝
さ

ん
▽
齋
藤
俊
雄
さ
ん
▽
宇
那
木
さ
ち

子
▽
大
宮
玉
雄
さ
ん
▽
新
関
節
子
さ

ん
▽
浦
井
勇
二
さ
ん
▽
永
井
静
子
さ

ん
▽
南 

克
之
さ
ん
▽
露
木
信
子
さ

ん
▽
野
坂
勝
雄
さ
ん
▽
小
林
春
男
さ

ん
▽
内
田
誠
一
さ
ん
▽
波
多
野
修
さ

ん
▽
加
藤
茂
子
さ
ん
▽
齋
藤
英
樹
さ

ん
▽
林 

勝
子
さ
ん
▽
村
上
聡
子
さ

ん
▽
鈴
木
正
宗
さ
ん
▽
門
口
奈
都
美

さ
ん
▽
和
泉
弘
行
さ
ん
▽
兒
玉
勝
美

さ
ん
▽
高
橋
哲
央
さ
ん
▽
澤
口
春
江

さ
ん
▽
齊
藤
圭
子
さ
ん
▽
山
田
英
彦

さ
ん
▽
大
西
小
百
合
さ
ん
▽
坂
本
信

勝
さ
ん
▽
豊
島
華
恵
さ
ん
▽
本
田
滋

子
さ
ん
▽
　
地
さ
や
か
さ
ん
▽
髙
橋

初
芳
さ
ん
▽
小
野
瀬
等
さ
ん
▽
前
田

弘
子
さ
ん
▽
神
山
和
子
さ
ん
▽
小
栗

山
節
子
さ
ん
▽
前
田
　
誠
さ
ん
▽
岡

崎
　
訓
さ
ん
▽
木
村 

基
さ
ん
▽
大

沼
淳
子
さ
ん
▽
萱
元
ト
シ
子
さ
ん
▽

眞
柳
拓
史
さ
ん
▽
保
坂
千
代
恵
さ
ん

▽
今
井
知
徒
勢
さ
ん

協定を締結した６市町の首長ら協定を締結した６市町の首長ら

国民健康保険

健康優良家庭を
表  彰
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２ 　
　
成
21
年
度
決
算
は
、
合
併
後
5

　
　
年
目
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
合

併
以
来
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
と
行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
、
職
員
数
の
適
正
化

や
職
員
給
与
の
独
自
削
減
等
の
内
部

管
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
町
は
公
債
費

等
（
借
金
の
返
済
）
が
今
後
も
多
額

で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

度
に
公
債
費
等
を
適
正
に
管
理
す
る

平

地上デジタル放送」相談・説明会開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地デジの準備は、お済みですか？お困りごとは、デジ
サポにご相談ください。
　いま、ご覧のアナログ放送は　平成23年（2011年）７月24日までに終了し、地上デジタル放送に完
全移行します。それまでの間に、地上デジタル放送の受信準備が必要となります。準備にあたり、
「地デジを見るには、どうすればよいか？」など、地デジに関することなら、どんなことでも総務
省北海道中央テレビ受信者センター（デジサポ道央)が相談に応じています。
　次の日程で同センターが主催して、受信相談(無料)及び説明会を開催しますので、お気軽にお越
しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地デジの準備は、お済みですか？お困りごとは、デジ
サポにご相談ください。
　いま、ご覧のアナログ放送は　平成23年（2011年）７月24日までに終了し、地上デジタル放送に完
全移行します。それまでの間に、地上デジタル放送の受信準備が必要となります。準備にあたり、
「地デジを見るには、どうすればよいか？」など、地デジに関することなら、どんなことでも総務
省北海道中央テレビ受信者センター（デジサポ道央)が相談に応じています。
　次の日程で同センターが主催して、受信相談(無料)及び説明会を開催しますので、お気軽にお越
しください。

●相談会の問合せは、デジサポ道央
　相談グループ　011-271-3825

●地デジに関することの問合せは、
　デジサポ道央　011-351-1155

施 設 名
（開催場所）

洞爺湖町役場
�74-3004

洞爺総合支所
�82-5111

開 催 日

11月25日
（木）

11月26日
（金）

会　　場 開催時間 会　場

302会議室 13:30～14:30 10:00～12:0014:30～16:30ロビー

大 会 議 室 13:30～14:30 10:00～12:0014:30～16:30ロビー

受　付　時　間

説　　明　　会 相　談　コ　ー　ナ　ー

　～地デジ完全移行　2011年７月24日～

　
　
0
0
0
年
噴
火
か
ら
10
周
年
を

　
　
迎
え
、
10
月
1
日
、
伊
達
市
、

洞
爺
湖
町
、
豊
浦
町
、
壮
瞥
町
の
4

市
町
で
つ
く
る
有
珠
山
防
災
会
議
協

議
会
が
、
次
の
噴
火
に
備
え
た
防
災

訓
練
を
、
豊
浦
町
の
豊
浦
ふ
る
さ
と

ド
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

　
噴
火
後
初
の
合
同
防
災
訓
練
で
、

自
衛
隊
、
気
象
台
な
ど
16
機
関
と
各

市
町
の
町
民
ら
約
3
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
地
震
が
増
加
し
、
火
口
周
辺
規
制

レ
ベ
ル
か
ら
避
難
レ
ベ
ル
ま
で
に
な

っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
訓
練
は
始
ま

り
、
伊
達
市
、
洞
爺
湖
町
、
壮
瞥
町

か
ら
避
難
し
た
住
民
ら
が
、
次
々
に

バ
ス
で
豊
浦
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
で
車
両
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
を
、
消
防
隊
員
が
車
内
か
ら

救
い
出
し
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
搬
送
す
る
本
番
さ
な
が
ら
の
訓

練
や
避
難
者
の
た
め
の
カ
レ
ー
の
炊

き
出
し
も
行
わ
れ
、
関

係
機
関
の
緊
密
な
連
携

の
重
要
性
を
再
度
確
認

し
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
豊
浦

町
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
と
わ
に
ー
で
、
「
有

珠
山
2
0
0
0
年
噴
火

10
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
豊
浦
～
次
期
噴
火

と
広
域
避
難
を
考
え
る

～
」
が
開
催
。
吉
田
茂

副
町
長
や
豊
浦
町
の
荒

康
夫
副
町
長
な
ど
が
、

2
0
0
0
年
噴
火
時
の

経
験
か
ら
、「
事
前
の
地
区
ご
と
の
避

難
先
の
指
定
」
や
「
具
体
的
な
避
難

人
数
ご
と
の
避
難
先
計
画
の
策
定
」

な
ど
、
広
域
避
難
に
つ
い
て
、
今
後

の
課
題
を
語
り
ま
し
た
。

　
北
大
宇
井
忠
英
名
誉
教
授
は
、
想

定
さ
れ
る
有
珠
山
の
次
期
噴
火
に
つ

い
て
、
山
頂
で
の
噴
火
や
湖
岸
で
の

噴
火
な
ど
い
く
つ
か
の
噴
火
を
想
定

し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

噴
火
の
教
訓
を
次
世
代
へ

４
市
町
で
初
の
合
同
訓
練

４
市
町
で
初
の
合
同
訓
練

４
市
町
で
初
の
合
同
訓
練

車内から人を救出する消防隊員車内から人を救出する消防隊員

救出した人を搬送する自衛隊救出した人を搬送する自衛隊
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ボランティアサークルななかまどの会
社交ダンス大会で盛り上る

ボ親子で料理作りに挑戦
食育への関心を高める

地

縄文絵画展表彰式
最優秀賞にとうや小　久保田くん

役

スポーツの秋を満喫
元気に高齢者運動会開く

秋

　　場ロビーで展示されていた「縄文の世界を描こう～縄

　　文絵画展」（教育委員会主催）の表彰式が10月15日開

かれ、土器や土偶などを描いた22点の応募の中から、とう

や小６年の久保田優大くんが最優秀賞に輝きました。

　表彰式では、綱嶋教育長が「これを機会に縄文人につい

て勉強して、友達にも教えてあげてください」と挨拶し、

受賞者一人ひとりに賞状と記念品を贈りました。　

　その他の受賞者は次のとおり。（敬称略）

�優秀賞　田村好（温泉小４年）、滝頭湖雪（とうや小５

年）�

佳　作

　毛利

真斗（同

６年）、

前田裕

也（同）

　　ランティアサークルななかまどの会（坂井千枝会長）

　　が、「結成５周年ななかまどナイト」を、10月29日洞

爺湖文化センターで開き、約150人が参加して社交ダンス

や抽選会で盛り上りました。

　最初にアーサーマレー高田ダンスセンター（伊達市）の

皆さんによるデモンストレーションが行われ、引き続き参

加者が音楽に合わせてダンスの花を咲かせました。

　会に先立ってボランティア振興基金とななかまど文庫に

対する寄付が行われ、坂井会長から来賓として出席した菅

原社会福祉

協議会会長

と綱嶋教育

長にそれぞ

れ２万円の

目録が手渡

されました。

　　の恒例第

　　４回洞爺

湖町高齢者運

動会（主催同

実行委員会）

が、10月18日

あぶた体育館

で開かれ、65

歳以上の男女

160人が参加

しました。

　楽木忠委員

長が「元気にけがなどせず、がんばりましょう」と挨拶し、

競技が開始されました。

　競技は、４グループに分かれ、「大玉ころがし」「一発

命中」などの種目で競い合い、年齢を忘れて大いに盛り上

がりました。

　　場産品の料理を作り、食育への関心を高めてもらおう

　　と10月23日「親子料理教室」がとうや小学校で開かれ、

21人の親子が参加して、とうやたっぷりクッキーとポテト

ピザ作りに挑戦しました。

　同校は、町の食育推進事業実践校で、今回の教室も文科

省の委託事業として行われました。

　料理愛好家の菊池道代さん（曙）の指導を受け、参加者ら

は、家庭

では余り

味合うこ

とのない

親子での

共同作業

を楽しん

でいまし

た。

表彰を受けた児童たち表彰を受けた児童たち

ダンスで盛り上がるななかまどナイトダンスで盛り上がるななかまどナイト

元気に「大玉ころがし」の競技に参加するお年寄り元気に「大玉ころがし」の競技に参加するお年寄り

親子共同で料理作りに取り組む料理教室親子共同で料理作りに取り組む料理教室



　　月2日町と（社）北海道地山林道協会が主催して、泉の

　　桜公園で、洞爺湖町民植樹祭が行われ、約70人が参加

して、防災意識や森林整備意欲を高めました。

　今年の植樹祭は、同協会の有珠山噴火復旧対策30周年

（1977年噴火）を記念した「防災の森づくり」と合わせて

開かれ、エゾヤマザクラ、ヤエザクラ、チシマザクラの３

種類約200本を植樹しました。
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町内小学校初の太陽光パネル設置
虻小環境学習に活用

平

温泉誕生100年記念でタイムカプセル埋設
地場産品の料理を堪能

地域社会への貢献
虻田中生徒ら前浜の清掃行う

町民植樹祭開く
桜3種200本植樹

10

10

　　成21年４月に国が提唱した「スクール・ニューディー

　　ル構想」に基づき、虻田小学校（小沼和好校長）に太

陽光パネルが設置され、９月30日に、同校で教育委員会か

らの説明会がありました。同パネルの１年間の総発電量は

約9,900㌔㍗で、約3.1㌧のＣＯ２削減効果が見込まれてい

ます。

　当日は、総合的な学習で環境について学んでいる５年生

が参加し、生徒代表して三島穂乃香さんが「太陽光パネル

について調べて、環境問題について学んでいきたい」と感

謝の言葉を述べました。

　　月16日虻

　　田中学校

の生徒らが、

前浜の海岸清

掃ボランティ

ア活動を行い

ました。地域

の一員として

の意識を高め、

思いやりの心

を育てようと同中が毎年行っている行事で、野球部、サッ

カー部、バドミントン部、陸上部、パソコン部の生徒ら約

70人が参加して、海浜清掃に汗を流しました。

　生徒らは、赤川から豊浦方面へ約１㌔の範囲を１時間ほ

どかけて清掃し、空きカン、空きビンや魚網などのゴミを

拾い集めました。

　　うやの日（10・８）の10月８日、洞爺湖温泉誕生100年記

　　念事業委員会が主催して、タイムカプセルの埋設と地

場産品を使った料理の試食会が行われました。

　今年誕生した赤ちゃんや幼稚園児ら約140人の手紙や写

真などが、温泉街西側の洞爺湖温泉誕生の地に、開封され

る10年後の夢見て埋設されました。

　引き続き、「食」本物プロジェクトによる試食会が、パ

ークホテル天翔で、町民約80人を招いて開かれ、褐毛（あ

かげ）和

牛のしゃ

ぶしゃぶ

やマツカ

ワの造り

などの料

理を試食

し、会場

内はおい

しい笑顔

であふれ

ていまし

た。

植樹後記念撮影する参加者植樹後記念撮影する参加者

と

タイムカプセルを埋める真屋町長らタイムカプセルを埋める真屋町長ら

太陽光パネルの話を聞く５年生太陽光パネルの話を聞く５年生

海浜清掃に汗を流した虻田中の生徒ら海浜清掃に汗を流した虻田中の生徒ら



インフルエンザ接種のお知らせインフルエンザ接種のお知らせ

ワクチンの種類・効果について
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　平成22年10月より町内各医療機関において、希望者を対象にインフルエンザ予防接種を実施
しています。普通の風邪に比べて症状が強く、肺炎になることも多い疾患です。体調のよい時
を見計らい、インフルエンザが流行する前の早い時期にお受けください。

種類　季節性と新型が一つにな
ったワクチンが接種できます。希
望者される方については新型イン
フルエンザワクチンのみの接種も
可能です。ただし、医療機関で保
管していない場合があるので確認
が必要です。

効果　接種後２週間程度で抵抗
力がつき、５カ月間有効となります。

実施時期　平成23年３月31日まで
実施機関　【洞爺湖町内】　＊直接お申し込みください

◆各医療機関によって実施日、時間・対象年齢が異なりますのでそれぞれの医療機関に必
　ず確認の上接種してください。
◆伊達市・豊浦町・壮瞥町の医療機関でも同様に接種できます。詳しくは問合わせください。
◆これらの地域以外で予防接種を希望する場合は、健康福祉センター（　76－4006）にご
　連絡ください。

接種対象　洞爺湖町内に居住している町民（洞爺湖町で生活保護を受給している方を含む）

接種料金

�■生活保護・非課税世帯　無料です。接種時には必ず証明書をお持ちください。証明書をお持ちでない方
　　は有料になります。後日、証明書を提出されても、払い戻しはできませんのでご注意ください。
　　生活保護世帯の方は、洞爺湖町役場健康福祉課・洞爺総合支所・温泉支所で生活保護世帯証明書を発行
　　します。
�　　◆町外に居住されている方は取り扱いが異なりますので、健康福祉課福祉・高齢者グループ（　74-
　　　　3001）に問合せください。
�　　◆非課税世帯の方は洞爺湖町役場税務財政課・洞爺総合支所・温泉支所で非課税証明書を発行します。
　　　　各窓口でインフルエンザ接種に使用することを伝えてください。その場合印鑑を持参ください。代
　　　　理人の場合も代理人の印鑑を持参ください。また、場合によっては申告が必要な場合があります。
�■65歳以上の課税世帯　自己負担１，０００円を病院にお支払いください。60歳～64歳の心臓・腎臓の
　　内部障害１級以上、呼吸器の障害で在宅酸素療法の方、及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫障害の方
　　も同様です。
�■65歳以下の課税世帯　全額自己負担となります。各医療機関によって接種料金が異なりますので、各自
　　病院にお問合せの上接種をお受けください。

接種回数　13歳未満　原則２回
�　　　　13歳以上　原則１回（医師の判断により２回接種の場合もあります。）
�★接種の際には、健康手帳・母子手帳（乳幼児まで対象）をお持ちの方は持参ください。

インフルエンザ接種のお知らせ

【問合せ】
健康福祉センター　　76-4006

注意事項
インフルエンザの予防接種を受ける前に必ず病院においてあるパンフレットをよく
読み、気にかかることがあれば医師や看護師、健康福祉センターにご相談ください。

医療機関名 実施日 電話番号 その他

石田内科胃腸科

洞 爺 協 会 病 院

洞爺ﾌｧﾐﾘーｸﾘﾆｯｸ

聖ヶ丘ｻﾃﾗｲﾄｸﾘﾆｯｸ

峰村内科ｸﾘﾆｯｸ

洞 爺 温 泉 病 院

月～金　　８:30～17:30
�土　　　８:30～11:30

月～金　　８:30～11:30

11/14、21
12月以降は要問合せ

月～金　　９:00～11:30

月･火･金　８:30～17:30
水　　　　８:30～18:00
木・土   　８:30～12:00

月～金　　９:00～16:30

　76-3838

　74-2555

　76-3239

　76-4838

　76-1515

　87-2311

小児科は別途問合せ

完全予約制

13歳以上のみ
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女性特有のがん検診
　昨年度、国の緊急経済対策として全国的に実施された「女性特有のがん検診推進事業」は、平成22年

度も引き続き実施されることになりました。洞爺湖町では、５月初旬に対象の方へ子宮頸がん検診、乳

がん検診の無料クーポンをお送りしています。まだお受けになっていない方は早めにお受けください。

■子宮頸がん検診該当年齢

年齢 生　　年　　月　　日

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成元(1989)年4月2日～平成２(1990)年4月1日

昭和59(1984)年4月2日～昭和60(1985)年4月1日

昭和54(1979)年4月2日～昭和55(1980)年4月1日

昭和49(1974)年4月2日～昭和50(1975)年4月1日

昭和44(1969)年4月2日～昭和45(1970)年4月1日

■乳がん検診該当年齢

年齢 生　　年　　月　　日

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和44(1969)年4月2日～昭和45(1970)年4月1日

昭和39(1964)年4月2日～昭和40(1965)年4月1日

昭和34(1959)年4月2日～昭和35(1960)年4月1日

昭和29(1954)年4月2日～昭和30(1955)年4月1日

昭和24(1949)年4月2日～昭和25(1950)年4月1日

健康福祉センターさわやか 　76-4006

　平成23年２月３日（木）健康福祉センター、４日（金）洞爺ふれ愛センターで行います。両日と
も時間予約制・定員制です。詳しい内容は12月10日の回覧にて各世帯へ配布します。お申込み
は12月10日から開始となりますので、ご了承ください。なお、集団健診の乳がん検診は、受診
できる人数が限られるため、ご希望に添えない場合があります。

無料クーポン券の有効期間は平成22年５
月１日から平成23年３月31日です。
(今年度該当年齢の方は来年度は対象になりません)

■個別検診を受ける場合
検診項目

受診機関

○ ○

○

乳がん検診 子宮がん検診 予約方法など

完全予約制となっており、
事前に健診センター（�
23－2211　内線221）へ
お申込みください。

予約は不要です。診療時
間内に受診してください。
(�76－3838)

伊 達
赤 十 字
病 院

○ ○

完全予約制となっており、
事前に検診センター予約
専用（�011－748－
5522）へお申込みくだ
さい。

北 海 道
対 が ん
協 会
検 診
センター

○ ○

完全予約制となっており、
事前に倶知安厚生病院
（�0136－22－1141）
へお申込みください。

Ｊ Ａ
北 海 道
厚 生 連
倶 知 安
厚生病院

石田内科
胃 腸 科

問合わせ

集団検診を
受ける場合

注意事項

女性特有のがん検診
（子宮頸がん・乳がん）のお知らせ

　昨年度、国の緊急経済対策として全国的に実施された「女性特有のがん検診推進事業」につきまして、平

成22年度も引き続き実施されることになりました。洞爺湖町では、５月初旬に対象の方へ子宮頸がん検診、

乳がん検診の無料クーポンをお送りしています。まだお受けになっていない方は早めにお受けください。

■子 宮 頸 が ん

年齢 生　　年　　月　　日

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成元(1989)年4月2日～平成２(1990)年4月1日

昭和59(1984)年4月2日～昭和60(1985)年4月1日

昭和54(1979)年4月2日～昭和55(1980)年4月1日

昭和49(1974)年4月2日～昭和50(1975)年4月1日

昭和44(1969)年4月2日～昭和45(1970)年4月1日

■乳　  が  　ん

年齢 生　　年　　月　　日

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和44(1969)年4月2日～昭和45(1970)年4月1日

昭和39(1964)年4月2日～昭和40(1965)年4月1日

昭和34(1959)年4月2日～昭和35(1960)年4月1日

昭和29(1954)年4月2日～昭和30(1955)年4月1日

昭和24(1949)年4月2日～昭和25(1950)年4月1日

健康福祉センターさわやか �76-4006

　平成23年２月３日（木）健康福祉センター、４日（金）洞爺ふれ愛センターで行います。両日とも時間予約制・定員制
です。詳しい内容は12月10日の回覧にて各世帯へ配布します。お申込みは12月10日から開始となりますので、ご了承
ください。なお、集団健診の乳がん検診は、受診できる人数が限られるため、ご希望に添えない場合があります。

無料クーポン券の有効期間は平成22年5月1日から
平成23年3月31日です。(今年度該当年齢の方は来年度は対象になりません)

■個別検診を受ける場合
検診項目

受診機関

○ ○

○

乳がん検診 子宮がん検診 予約方法など

完全予約制となっており、
事前に健診センター（�
23－2211　内線221）へ
お申込みください。
予約は不要です。診療時
間内に受診してください。
(�76－3838)

伊 達
赤 十 字
病 院

○ ○

完全予約制となっており、
事前に検診センター予約
専用（�011－748－
5522）へお申込みくだ
さい。

北 海 道
対 が ん
協 会
検 診
センター

○ ○

※９月１日から受診でき
るようになりました。
完全予約制となっており、
事前に倶知安厚生病院
（�0136－22－1141）
へお申込みください。

Ｊ Ａ
北 海 道
厚 生 連
倶 知 安
厚生病院

石田内科
胃 腸 科

問合わせ

集団検診を
受ける場合

注意事項



　　海道に住んでいるアイヌの人
　　々については、これまでも定
期的に生活実態調査が行われてき
ましたが、道外では、一部を除い
て行われたことがありません。そ
こで、住んでいる場所に左右され
ずに生活を営み、文化振興や伝承
などを行えるよう全国的に必要な
政策について検討するため、政府
において「北海道外アイヌの生活
実態調査」を実施することとしま
した。
　現在、北海道内にお住まいのア
イヌの方々に対し、調査にご協力
をいただける、北海道外にお住ま
いのアイヌの親戚や知人のご紹介
をお願いしています。ご紹介いた
だける方は、社団法人北海道アイ
ヌ協会までご連絡をお願いいたし
ます。
　なお、この調査は無記名です。
回答することで個人が特定される
ことはありません。この調査を今
後のアイヌ政策の検討に役立てる
ため、多くの方々のご理解とご協
力をお願いいたします。
　社団法人　北海道アイヌ協会�
　　　　　　 011‐221‐0462
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民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
な
ど

　
　
の
特
別
な
理
由
で
、
一
時
的
に

一
部
負
担
金
（
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
）
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
医
療
費
の
一
部
を

減
額
・
免
除
・
徴
収
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
由
は
、
①
震
災
、

風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
も
し
く
は

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
と
な
り
、
ま

た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た

と
き
②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
等
に

よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
と
き
③
事
業
ま
た
は
業

務
の
休
廃
止
、
失
業
等
に
よ
り
い
ち

じ
る
し
く
減
少
し
た
と
き
④
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き

―
―
で
、
対
象
者
は
、
一
部
負
担
金

の
支
払
義
務
を
負
う
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。

　
免
除
に
な
る
と
医
療
機
関
で
の
一

部
負
担
金
の
支
払
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
額
は
、
窓
口
支
払
額
の
２
割
～
６

割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
減
額
対

象
の
世
帯
主
で
、
一
部
負
担
金
猶
予

期
間
後
に
確
実
に
納
付
で
き
る
と
町

長
が
認
め
る
時
に
は
、
徴
収
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　
減
免
な
ど
を
受
け
る
場
合
、
現
在

の
収
入
状
況
や
資
産
の
状
況
な
ど
い

く
つ
か
の
適
用
条
件
、
減
免
な
ど
の

期
間
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

（
　
74
‐
3
0
0
2
）
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
無
料
低
額
診
療
事
業
と
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
に
対
し
、

無
料
ま
た
は
低
額
で
診
療
を
行
う
事

業
で
す
。
（
社
会
福
祉
法
第
２
条
第

３
項
第
９
号
）

　
対
象
者
は
、
低
所
得
者
な
ど
で
経

済
的
理
由
に
よ
り
診
療
費
の
支
払
い

が
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
自
己
負

担
分
の
10
％
以
上
ま
た
は
全
額
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

　
町
内
で
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
は
、
洞
爺
協
会
病
院
の

み
で
、
同
制
度
の
内
容
の
詳
細
や
申

込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
、

同
病
院
地
域
医
療
課
相
談
室
（
　
74

‐
2
7
7
5
）に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
　
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

　
　
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照

会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所

（
　
0
1
4
3
‐
50
‐
1
0
0
2
）へ
。

国

国

北

　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

…そこが
　知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係　74-3002

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担

金
の
減
免
に
つ
い
て

無
料
低
額
診
療

　
　
　
事
業
の
ご
案
内

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

北海道アイヌの
生活実態調査の実施に

関するお願い

北海道アイヌの
生活実態調査の実施に

関するお願い
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あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
25
回

『シュトーレン』の販売が始まります
　シュトーレンとは・・・ドイツ発祥の地の焼き菓子

です。ラム酒などに漬けておいたドライフルーツを、

たっぷりのバターと一緒に練りこんで焼き、細長い形

が特徴的です。普通のパンと違ってず

っしりと重く、日持ちがします。表面

の真っ白い粉砂糖が、イエス・キリス

トが生まれた際の産着に包まれた姿を

意味しているとも言われ、ドイツでは

クリスマスケーキの代わりに薄く切っ

たシュトーレンを食べながら、クリス

マスを迎えるのが一般的と言われてい

　ます。

　　あすなろのシュトーレンは、道産小麦配合のパン

　　　生地とラム酒にじっくりとつけ込んだドライフ

　　　　ルーツ（レーズン･チェリー･オレンジ）とア

ーモンドスライスをふんだんに混ぜ込み、ゆっくりと

時間をかけて熟成させています。時間を掛けて発酵さ

せているため、しっとりとした食感にラム酒とバター

の風味が漂い、とても美味しく仕上が

っています。薄くスライスして、コー

ヒーや紅茶と合わせてクリスマスまで

を過ごしてみるのはいかがでしょうか。

賞味期限は45日間。

　包装はおしゃれなギフトＢＯＸ入り

なので、贈答品としても大変喜ばれて

います。店頭販売の他に、配達や地

方発送もお受けいたしております。

　詳しくは、デイセンターあすなろ

　　　　　　（　0142－74－3988）へ。

　
　
月
19
日
月
曜
日
に
清
水
友
愛
の

　
　
里
特
設
会
場
で
「
ゆ
う
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
３
年

前
か
ら
あ
ぶ
た
福
祉
会
で
行
わ
れ
る

一
番
大
き
な
行
事
で
、
お
祭
り
の
縁

日
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
容
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
毎
年
清
水
自
治
会
・
保

護
者
の
方
た
ち
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
射
的
、
く
じ
引
き
、
わ
た
あ

め
な
ど
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
焼
鳥
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
カ
レ
ー
な
ど
の

食
事
コ
ー
ナ
ー
を
お
手
伝
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
縁
日
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

今
年
は
本
当
の
お
祭
り
で
使
用
す
る

景
品
を
用
意
し
た
こ
と
で
、
利
用
者

の
方
た
ち
は
非
常
に
関
心
を
示
し
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
始
し
た
と
同

時
に
露
店
の
前
に
列
を
作
り
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
閉
幕
直
前
ま
で
列
が
途

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
事
コ
ー
ナ
ー
も
盛
況
で
、
特
に
打

ち
立
て
の
そ
ば
を
提
供
し
た
お
そ
ば

コ
ー
ナ
ー
は
、
大
好
評
で
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
清
水
友
愛
の
里
グ

ラ
ウ
ン
ド
中
央
に
は
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
、
歌
や
踊
り
の
舞
台

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
日
の
午
前
中
は
あ
い
に
く
小
雨
が

降
り
続
け
、
ス
テ
ー
ジ
が
使
用
で
き

ず
、
湖
の
会
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ス
テ

ー
ジ
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
千
鳥
会

の
民
謡
を
ス
テ
ー
ジ
横
の
テ
ン
ト
で

行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
、

ス
テ
ー
ジ
で
利
用
者
が
習
っ
て
い
る

琴
ク
ラ
ブ
風
雅
の
琴
演
奏
が
あ
り
、

最
後
に
は
ア
フ
リ
カ
太
鼓
ト
ヤ
ト
ヤ

が
出
演
し
、
殆
ど
の
利
用
者
が
一
緒

に
大
き
な
声
で
唄
い
、
踊
り
、
太
鼓

を
叩
き
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
雨
雲
は
完

全
に
通
り
過
ぎ
、
雨
上
が
り
の
透
き

通
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
も
参
加
し
て
い
た
方
た

ち
の
気
持
ち
が
空
に
伝
わ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
あ
た
り
、

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
を
借
用
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
洞
爺
湖
町
役
場
、
財
田
キ

ャ
ン
プ
場
、
来
賓
と
し
て
参
加
し
て

頂
い
た
町
長
を
は
じ
め
清
水
自
治
会

の
皆
様
、
多
数
の
関
係
者
様
に
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

９ 　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞雨
に
も
負
け
ず

　任期満了に伴う役員

は、次のとおり選任さ

れました。

理 事 長

　菅原　康次（再任）

理　　事

　和田　孝道（再任）

　村上　清虎（再任）

　上埜　二郎（再任）

　赤川　龍麿（再任）

　福島　良一（再任）

　夏目　與市（新任）

監　　事

　新　　克夫（再任）

　小笠原栄一（再任）

任　　期　平成22年

　10月１日～平成24

　年９月30日まで

役員紹介

皆で楽しんだゆうあいフェスティバル皆で楽しんだゆうあいフェスティバル
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年
末
調
整
説
明
会
開
催

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

12月 16日（木）18：30～7日（火）18：30/15日（水）13:30～ ７日（火）19：30～ ２日（木）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
申
し
あ
げ
ま
す

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
譲
っ
て
く
だ
さ
い

○
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
マ
ッ
ト

　
レ
ス

　
連
絡
先
　
グ
ラ
ン
ド
ト
ー
ヤ
（
　

　
　
　
　
　
75
‐
2
2
8
8

　
善
意
の
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
若
狭
高
司
さ
ん
（
札
幌
市
）
は
70

万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
愛
の
箱
〉

▼
ウ
ロ
コ
虻
田
店
は
1
万
7
、
8
4

1
円

〈
物
　
品
〉

▼
齋
藤
政
子
さ
ん
（
虻
３
区
）

▼
大
岡
光
子
さ
ん
（
虻
２
区
）

▼
武
川
正
道
さ
ん
（
虻
1
区
）

▼
千
葉
征
子
さ
ん
（
入
1
区
）

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

故宇藤頼夫さん
■９月２日死去
■77歳■遺族は
文子さん■青１区

故小野寺タケノさん
■９月３日死去
■86歳■遺族は
幹雄さん■成香

故臼杵岩夫さん
■９月21日死去
■73歳■遺族は
祥子さん■かっこう台区

故寺島トシさん
■９月６日死去
■74歳■遺族は
寛悦さん■虻３区

故平沼吉三郎さん
■９月７日死去
■88歳■遺族は
キミさん■虻１区

故綱嶋石太郎さん
■９月６日死去
■88歳■遺族は
勉さん■虻６区

故三浦マツヨさん
■９月29日死去
■94歳■遺族は
房吉さん■入１区

故牧野貞一さん
■９月８日死去
■78歳■遺族は
冨美子さん■虻２区

停
電
情
報
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
！

寄
　
　
付

寄
　
　
付

お
詫
び
と
訂
正

故川端　宏さん
■９月30日死去
■73歳■遺族は
チヱさん■入１区

　
室
蘭
税
務
署
で
は
、
平
成
22
年
分

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
18
日（
木
）13
時
30

　
　
　
　
　
分
～

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

■
対
　
象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る

　
　
　
　
　
事
業
所

■
内
　
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
、
留

　
　
　
　
　
意
事
項
、
用
紙
の
記
載

　
　
　
　
　
方
法
、
今
年
度
の
改
正

　
　
　
　
　
点
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

　
　
　
　
　
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

　
　
　
　
　
ス
テ
ム
）
の
利
用
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

■
問
合
せ
　
室
蘭
税
務
署
源
泉
所
得

　
　
　
　
　
税
担
当
　
0
1
4
3
‐

　
　
　
　
　
22
‐
4
1
5
1

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
10

月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
6
月
16
日
に
日
本
国
籍
を

有
す
る
ご
存
命
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
受
付
期
間
は
、
来
年
の
3
月
31
日

ま
で
で
す
の
で
、
手
元
に
請
求
書
類

が
届
い
て
な
い
方
は
、
独
立
行
政
法

人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

特
別
給
付
金
担
当
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル 

0
5
7
0
‐
0
5
9
‐
2
0
4
）
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
電
力
で
は
、
従
来
の
電
話

で
の
音
声
に
よ
る
情
報
提
供
に
加
え

て
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
も
停

電
情
報
が
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。

●
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
（
携
帯
電
話
）

U
R
L
:
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

・
h
e
p
c
o
・
c
o
・
j
p
/
m

/ ●
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
U
R
L
:
h
t
t
p
:
/
/
w 

w
w
・
h
e
p
c
o
・
c
o
・
j
p

/●
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
通
話
無
料
）

　
0
1
2
0
‐
7
6
8
‐
1
2
1

�
74
‐
3
0
0
2

橋
渡
し
を
し
ま
す
コ
ー
ナ
ー

「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」「
譲
り
ま
す
」



　洞爺湖町では、定住・移住対策に取組んでおり、町内全域の空き家・空地情報を集めて、移住・定住希

望者に提供する「空き家バンク」制度を実施しています。賃貸又は売買可能な物件をお持ちの方は、ぜひ

空き家バンクに登録してください。登録いただいた物件は、町のホームページで公開いたします。詳しい

問合せは、企画防災課地域振興グループ（　74‐3004）へ。

17

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

広　告

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

11月 24日（水）/29日（月）13:30～ 24日（水）14：30～ 17日（水）/29日（月）14:30～ 16日（火）14：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

　洞爺湖町では、定住・移住対策に取組んでおり、町内全域の空き家・空地情報を集めて、移住・定住希

望者に提供する「空き家バンク」制度を実施しています。賃貸又は売買可能な物件をお持ちの方は、ぜひ

空き家バンクに登録してください。登録いただいた物件は、町のホームページで公開いたします。詳しい

問合せは、企画防災課地域振興グループ（　74‐3004）へ。

■洞爺湖町空き家バンクのしくみ

※　町は空家情報の紹介や連絡調整を行います。
　　交渉や契約等は当事者間で行っていただきます。

　ＨＰ掲載への登録

　希望者情報の連絡

　連絡・交渉・契約（当事者間にて）

　購入希望等

※登録申請書 必要

※利用申込書 必要

　ＨＰ閲覧
空
家
所
有
者

情報掲載

洞爺湖町

定
住
・
移
住
希
望
者

11月15日（月）～11月21（日）
女性の人権ホットライン強化週間

　“愛食運動”の輪をより一層広げていくため、「地

産地消」「食育」などの活動を実践していただく、

道内の企業や団体（支店、支部を含む）及び3名以上

のグループを募集します。「愛食応援団」の取り組

みは道のホームページなで広く紹介しますので、ぜ

ひ登録してください。

�　詳しくは、胆振総合振興局（　0143‐24-9816）

又は北海道農政部食の安全推進局食品政策課（　

011-204‐5429）へ。

北のめぐみ愛食応援団
北海道の「食」を応援しませんか？

募集

空き家バンクに登録しませんか!!空き家バンクに登録しませんか!!空き家バンクに登録しませんか!!

　11月15日（月）から11月21（日）までは、全国一斉「女
性の人権ホットライン強化週間」です。
�札幌法務局及び札幌人権擁護委員連合会では、職場に
おけるセクシャル・ハラスメント、夫やパートナーから
の暴力など、女性の人権に関する悩みや心配ごとを解決
に導くため、常設の電話相談所
を設置していますが、この週間
は時間を延長して相談を受けま
すので、気軽に相談ください。
◆女性の人権ホットライン
�専用電話　0570‐070‐810
◆強化週間中の相談時間
　・11月15日（月）～19日（金）　８：30～19：00
　・11月20日（土）、21日（日）　10：00～17：00

スポーツまつりでユニホックを楽しむ児童らスポーツまつりでユニホックを楽しむ児童ら



　
　
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い

　
　
お
米
。
米
粉
と
は
、
そ
の
名
の

通
り
お
米
を
粉
末
に
し
た
食
材
で
す
。

�

こ
数
年
製
粉
技
術
の
進
歩
も
あ
っ

て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
独
自
の
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

�

米
粉
の
日
本
で
の
歴
史
は
古
く
、

奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
は
小
麦
粉
や
米
粉
で
型
を
作
り
、

油
で
揚
げ
た
煎
餅
や
お
菓
子
が
遣
唐

使
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
小
麦
粉
や
米
粉
の
食
文

化
が
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

�

日
本
人
の
食
生
活
が
変
容
を
遂
げ
、

お
米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
し
続
け

る
中
、
食
糧
自
給
力
ア
ッ
プ
の
救
世

主
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

米
粉
と
い
え
ば
和
菓
子
の
原
材
料

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
も

っ
ち
り
し
た
食
感
が
楽
し
め
る
と
パ

ン
や
ケ
ー
キ
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

ラ
ー
メ
ン
ま
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

�

ま
た
小
麦
粉
と
油
の
吸
収
率
を
比

較
す
る
と
、
小
麦
粉
＝
50
％
弱
、
米

粉
＝
30
％
弱
と
、
米
粉
の
方
が
低
吸

油
な
の
で
す
。
例
え
ば
て
ん
ぷ
ら
の

衣
に
米
粉
を
使
う
と
さ
っ
ぱ
り
し
た

味
に
な
り
、
冷
め
て
か
ら
も
サ
ク
サ

ク
感
が
長
く
続
き
ま
す
。

�

国
産
米
粉
パ
ン
を
１
人
が
１
カ
月

に
３
個
食
べ
る
と
自
給
率
が
１
％
ア

ッ
プ
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
食
料

安
定
供
給
の
確
保
に
も
繋
が
る
の
で

す
。

�

米
粉
は
調
理
し
や
す
い
食
材
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
米
粉
料
理
に
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

�

フ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
ニ
ッ
ポ
ン
で

は
、
米
粉
の
さ
ま
ざ
ま
な
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。

h
ttp://sy

ok
u
ry
o.jp/k

om
ek
o/

�

ま
た
は
『
米
粉
倶
楽
部
』
で
検
索
。

〈
一
　
般
〉
▽
「
図
解
あ
ら
す
じ
で

わ
か
る
！
日
本
の
神
々
と
神
社
」
（
三

橋
健
：
監
修
）
▽
「
読
め
る
年
表
・

幕
末
・
維
新
・
明
治
」
（
監
修
：
奈

良
本
辰
也
）
▽
「
１
９
４
６
白
洲
次

郎
と
日
本
国
憲
法
（
須
藤
孝
光
）
「
葬

ら
れ
た
王
朝
古
代
出
雲
の
謎
を
解
く
」

（
梅
原
猛
）
▽｢

監
察
医
の
涙｣(

上

野
正
彦) 

▽
「
お
い
し
く
た
べ
よ
う
」

（
栗
原
は
る
み
　
▽
「
一
週
間
」
（
井

上
ひ
さ
し
）
▽｢

す
れ
違
う
背
中
を｣(

乃

南
ア
サ
）
▽
「
森
繁
さ
ん
の
長
い
影
」

（
小
林
信
彦
）
▽
「
黄
色
い
虫
」
（
由

井
り
ょ
う
子
）
▽
「
鈴
蘭
」(

東
直
巳) 

▽｢

禁
断｣(

今
野
敏) 

▽｢

あ
ん
じ
ゅ｣

（
宮
部
み
ゆ
き
▽
「
良
寛
」
（
立
松

和
平
）

《
児
童
書
》
▽
「
ち
い
さ
な
く
も
」

（
エ
リ
ッ
ク
／
カ
ー
ル
／
訳
：
も
り

ひ
さ
し
）
▽
「
い
の
ち
の
約
束
」
（
板

垣
淑
子
）｢
見
習
い
警
察
犬
き
な
こ

圭
太
の
物
語
」
（
汐
文
社
▽
「
い
の

ち
の
約
束
」
（
板
垣
淑
子
）
▽
「
子

ど
も
寄
席
春
・
夏
・
秋
・
冬
」
（
日

本
標
準
）

〈
一
　
般
〉
▽
炎
上
の
雪
〈
上
・
下
〉

（
諸
田
玲
子
）
▽
メ
タ
ボ
ラ
〈
上
・

下
〉
（
桐
野
夏
生
）
▽
お
し
ん
の
遺

言
（
橋
田
壽
賀
子
）
▽
特
異
家
出
人

（
笹
本
稜
平
）
▽
禁
猟
区
（
乃
南
ア

サ
）
▽
引
か
れ
物
で
ご
ざ
い
（
志
水

辰
夫
）
▽
100
年
前
の
女
の
子
（
船
曳

由
美
）
▽
ひ
そ
や
か
な
花
園
（
角
田

光
代
）
▽
白
い
道（
吉
村
昭
）▽
マ
ン

チ
ュ
リ
ア
ン
・
リ
ポ
ー
ト
（
浅
田
次

郎
）
▽
黄
色
い
虫
（
由
井
り
ょ
う
子
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉
▽
子
ど
も
の

自
然
観
察
ス
ー
パ
ー
ガ
イ
ド
（
日
高

哲
二
）
▽
海
の
生
物
多
様
性
（
大
森

信
他
）
▽
日
本
の
地
形
・
知
番
（
杉

浦
正
美
）
▽
自
然
再
生
事
業
（
鷲
谷

い
ず
み
）
▽
展
望
・
プ
レ
ー
ト
　
陸

と
海
地
学
入
門
（
深
尾
良
夫
）
▽
破

局
噴
火
（
高
橋
正
樹
）
▽
巨
大
地
震

の
日
（
高
嶋
哲
夫
）
▽
「
震
度
７
」

を
生
き
抜
く
（
田
村
康
二
）
▽
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
（
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
編

集
委
員
会
）
▽
ジ
オ
パ
ー
ク
・
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
入
門
（
全
国
地
質
調
査

業
協
会
連
合
会
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

　
（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
10
月
の
休
館
日

11
日
・
18
日
・
23
日
・
25
日
・
12
月

２
日
・
９
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
�
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
�
75-

４
７
０
２

15 18

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

日

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今月の1冊

　　　　　　D・ディクソン著

�監修:尾崎博/訳:熊谷紘司

【恐竜大図鑑】

ス
ゴ
イ
！

 

米
粉
の
魅
力

国
産
米
粉
の
ス
ス
メ

　恐竜世界の第一人者、ドゥー

ガル・ディクソンが進化、生態、

歴史をわかりやすく、詳しく解

説し人との比較図などは興味深

く子ども

から大人

まで楽し

める本で

す。

初版は平

成2年

(1990)
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19

洞爺湖温泉小学校４年生 塩野谷孝二さん
レークヒル牧場長

第25回室蘭地方小、
中学校新聞コンクール
最優秀賞受賞

第25回室蘭地方小、
中学校新聞コンクール
最優秀賞受賞

　
　
は
、
防
災
の
一
環
と
し
て
北
海

　
　
道
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
と
「
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
に
よ
る
協
働
事
業
に
関
す
る
協
定」

を
締
結
し
、
9
月
27
日
役
場
で
手
交

式
が
行
わ
れ
、
町
内
5
カ
所
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
設
置
場
所
は
、
役
場
庁
舎
内
、サ
ミ

ッ
ト
記
念
館
、
水
の
駅
、道
の
駅
と
う

や
湖
、
ウ
ロ
コ
あ
ぶ
た
店
の
5
カ
所
。

で
最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
同
小
の
４
年
生
８
人
は
、
春
か
ら

総
合
的
な
学
習
で
、
西
山
火
口
散
策

路
見
学
や
洞
爺
湖
で
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ

ガ
ニ
の
観
察
な
ど
、
数
回
に
わ
た
っ

て
校
外
学
習
を
行
い
、
身
近
に
あ
る

有
珠
山
や
洞
爺
湖
の
生
き
物
に
つ
い

て
調
べ
、
そ
の
成
果
を
新
聞
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　
火
山
チ
ー
ム
と
生
き
物
チ
ー
ム
の

２
班
に
分
れ
、
火
山
チ
ー
ム
は
、
有

珠
山
噴
火
の
歴
史
や
世
界
的
に
珍
し

い
噴
火
に
よ
る
地
溝
変
形
（
グ
ラ
ー

ベ
ン
）
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ

ま
し
た
。
生
き
物
チ
ー
ム
は
、
外
来

生
物
の
繁
殖
か
ら
生
態
系
へ
の
影
響

に
つ
い
て
調
べ
上
げ
、
「
洞
爺
湖
を

外
来
生
物
か
ら
守
り
た
い
」
と
い
う

強
い
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
生
き
物
は
つ
な
が
り
が

あ
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
無
関
係

で
は
な
い
と
い
う
一
貫
し
た
内
容
が
、

審
査
員
の
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、「
自
分
た
ち
の
書
い
た

こ
と
が
選
ば
れ
び
っ
く
り
し
た
」「
い

っ
し
ょ
に
や
っ
て
絆
が
深
ま
っ
た
」

な
ど
満
面
の
笑
み
を
う
か
べ
受
賞
を

喜
び
、
担
任
の
佐
藤
先
生
も
「
受
賞

は
、
子
ど
も
達
に
大
き
な
自
信
と
な

っ
た
」
と
こ
の
快
挙
に
驚
き
を
表
し

て
い
ま
し
た
。

町

生　　
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

　
　
会
議
が
日
本
で
開
か
れ
る
な
ど
、

環
境
の
保
全
が
今
日
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
こ
の
環
境
の
問
題
を
真

正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
洞
爺
湖
温
泉

小
学
校
4
年
生
の「
洞
爺
湖
新
聞
」が
、

室
蘭
民
報
社
主
催
の
「
第
25
回
室
蘭

地
方
小
、中
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」

協定を交わす真屋町長と苫小牧事業所長及川秀治さん

東 奔 西 走東 奔 西 走
　連日多くの人で賑わった秋の味覚祭り。温泉誕生

100年の記念イベントもこれで終了です。�アニメ、

食といろんなカードで、この誕生100年を祝ってきま

した。�せっかくのこの盛り上がりを来年からの賑わ

いにつなげていきたいものです。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ．Ｏ）

　
　
年
6
月
の
札
幌
虻
田
・
洞
爺
湖

　
　
会
で
、
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い

た
旧
虻
田
町
の
岡
村
正
吉
元
虻
田
町

長
が
、
10
月
2
日
亡
く
な
り
ま
し
た
。

88
歳
。
東
大
卒
の
異
色
の
町
長
と
し

て
、
昭
和
49
年
6
月
、
51
歳
で
故
郷

旧
虻
田
町
の
町
長
に
就
任
し
、
６
期

24
年
務
め
ま
し
た
。

　
1
期
目
の
昭
和
52
年
の
有
珠
山
噴

火
で
は
、
「
噴
火
町
長
」
と
し
て
、

災
害
の
対
応
に
尽
力
し
、
積
極
的
な

中
央
へ
の
陳
情
に
よ
り
早
期
の
災
害

復
興
へ
の
道
を
切
り
拓
き
、
町
民
へ

の
信
頼
を
一
層
深
め
ま
し
た
。

　
噴
火
後
の
観
光
振
興
の
た
め
誘
致

し
た
全
国
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス（
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
前
身
）

や
北
海
道
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
は
、
現

在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
レ
イ
ク
ト
ピ
ア
21
推
進
協
議

会
会
長
、
胆
振
管
内
町
村
会
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
い
範
囲
で
行
政
手
腕
を
発
揮
し
、

現
在
の
西
胆
振
の
広
域
連
携
の
基
盤

を
作
り
ま
し
た
。

今
元虻田町長

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プで
行
政
手
腕

岡
村
正
吉
さ
ん
死
去

　洞爺湖の環境保護活動に取組んでいるＵＷクリー

ンレイク洞爺湖（室田欣弘代表）が主催して、洞爺

湖のウチダザリガニを防除して、湖底のゴミを拾う

体験ツアーが、洞爺サンパレス前の桟橋で行われま

した。

　この日は、北大、酪農学園大の学生と札幌市から

の一般ツアー合

わせて約20人

のダイバーが参

加。約１時間半

ほど潜水し、ウ

チダザリガニ約

340匹と空き瓶、

空き缶など約

30㌔のゴミを

拾い上げました。

ダイバー洞爺湖を清掃
ウチダザリガニも駆除

洞爺湖の清掃を行うダイバーら洞爺湖の清掃を行うダイバーら



・軽スポーツ教室
（教）19:00～

・軽スポーツ教室
（教）19:00～

・総合文化祭芸能発
　表（総）13:00～

・葉っぱハガキをつ
　くろう（ビ）9:30～

・特定・胃・大腸・
　前立腺肝炎・エキ
　ノコックス検診
（愛）～19日

発
行
日
　
平
成
22
年
11
月
10
日

印
刷
／
ト
ー
ヤ
印
刷

通
巻
／
第
56
号

広
報
と
う
や
湖

■発行･編集:洞爺湖町企画防災課広報統計係 〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
0142－74－3004FAX 0142－74－2121

■ホームページアドレス／http://www.town.toyako.hokkaido.jp/

人口と世帯の動き（平成22年9月30日現在）　男…4,803人（△4）　女…5,445人（△7）　計10,248人（△11）　世帯…5,167世帯（△7）

こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

（ゆうと）

健太さん・真希子さん
８月５日生　虻５区

七戸　拓斗くん清水　優斗くん
（たくと）

勇気さん・朝枝さん
８月４日生　入１区

今野　大希くん
（だいき）

鹿原菜々子ちゃん
（ななこ）

好弘さん・ふみえさん
８月４日生　入４区

大介さん・愛さん
８月11日生　虻５区

11月のイベントカレンダー11月のイベントカレンダー（11月10日～12月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 12/1 2 3 4 5

6 7 8 9

９月のイベントカレンダー９月のイベントカレンダー（9月10日～10月11日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 2 3 4

8 9 10 115 6 7

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・献血（虻田地区） ・フッ素塗布（さ）   
13:00～

・乳児健診（さ）
13:00～受付

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（本）
10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（本）
10:00～

・健康教育講座（協）
14:00～　　　　　
・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（入）
10:00～

・１歳６ヵ月・３歳
児健診（さ）受付
1歳６ヵ月12:45～
3歳児13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～　

・四十三山観察会
（保）9:00～/･自然に
親しむ集い①（教）
8:45～/･自然ふれあ
い行事（ビ）9:30～

・自然に親しむ集い
②（教）8:30～

・サミットの森下刈
りツアー（環）11:00
～
・草木染（財）13:00～

・特定･胃･大腸･前立
腺がん･肝炎･エキノ
コックス検診（愛）
・少年の主張（教）
13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（本）
10:00～

・洞爺地区健康相談（総）
　10:00～
・保育所開放（本）10:00～
・文化芸術フェスティバル
（と）13:30～

・吹奏楽定期演奏会
（合）18:30～

・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・洞爺地区健康相談（総）
　10:00～　　　　　　
・保育所開放（本）10:00～

・乳児検診（愛）3:30
　～受付

・洞爺の恵みで収穫
　祭（財）13:00～
・文学座（芸）10：00
　～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（入）　
　10:00～

・1歳6カ月健診（さ）
　12:45～　　　　
・3歳児健診（さ）
　13:00～

・保育所開放（本）　
　10:00～

・特定・胃・大腸・
　前立腺肝炎・エキ
　ノコックス検診
 （さ）～17日

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006／・総＝洞爺総合センター　82-5111／・本＝本町保育所　76-2673／・ビ＝ビ
ジターセンター　75‐2555／・財＝財田自然体験ハウス　82-5999／・教＝教育委員会　74‐3010／愛＝洞爺ふれ愛セン
ター　82‐5185／合＝あぶたふれ合いセンター　76-2046／・芸＝洞爺湖芸術館　87-2525／・と＝とうや小　82-5051  

こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛
情につつまれて
誕生したプリン
スとプリンセス
のご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」
と成長を楽しみにしていること
でしょう。いろいろな可能性を
秘めて、洞爺湖町に誕生した赤
ちゃん、その純粋な瞳は何を見
つめているのでしょうか？

まちづくり交付金の
事後評価（原案）の公表

　町では、まちづくり

交付金制度を利用し。

平成17年度から洞爺水

の駅周辺地区を、都市

再生整備計画に沿って

整備事業を行いました。

同制度は、事後の評価

を行い、それを住民に

公開することを義務付

けているため、町のホ

ームページで評価の原

案を掲載いたしますの

で、ご覧ください。ま

た、洞爺総合支所でも

閲覧できます。

　洞爺総合支所�82―

5111


